
私は賛成ではない。ＪＲの意向で、市は全くの白紙 
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２月３日（日）市長を 

ＪＲ大久保～魚住駅間の新幹線車両基地計画 
 

 

泉市長が市議会で答弁 「ＪＲに確認中、賛否の段階ではない」 
 ＪＲ大久保～魚住駅間の農業振興地域に新幹線の車両基地が計画されていることについて、12月5日の市議会本会

議で丸谷聡子議員（未来明石）の質問に対し泉市長は「新聞報道に驚いた。ＪＲ側にそのような話があることは、ふわ

っとした話は聞いているが、ずいぶん先の話で、詳しいことを確認中の段階だ。ＪＲの意向であって、賛否の段階では

ない。私個人としては賛成ではない」と答えました。9月26日にＪＲと「包括連携協定」を結んだのは、ホームドア

や明石駅のユニバーサル工事、西明石駅周辺の整備、踏切改善などを総合的に進めていくためのもので、車両基地計画

は視野には入っていなかった」としています。 

 また、本年度から事業を開始する予定だった同地域の農業用水パイプラインの整備が凍結されていることについて、

宮脇副市長は「新駅構想も出てきている中で、二重投資になるかもしれないので、いったん中止した」と、車両基地計

画との関連を否定しました。 

「環境保全」か「開発促進」か？ まちの将来像めぐり対立の“火種”に 
 丸谷議員は「騒音などの公害による住環境の悪化や、治水等の防災面の弱体化、自然環境の破壊による生物多様性の

断絶、農業政策の後退」などを挙げて、ＳＤＧｓを推進する市の方針に逆行すると反対しました。これに対し、同じ日

の一般質問で寺井吉広議員（自民党真誠会）は、同地域の市街化調整区域の土地利用見直しと開発促進を求めた質問の

中で「車両基地はまちの活性化につながる」と計画促進を求める質問を繰り返しました。 

 車両基地計画は具体化しても20年先の完成目標という先の話だが、明石市の長期的なまちづくりのあり方をめぐり

「環境保全」か「開発促進」か―という２つの立場が対立する大きな“火種”になっていくのは必至です。 

討論集会  これでいいのか！市庁舎建て替えの進め方 

「市民まちづくり連続講座in明石」の第19回講座は、年明け1月11日（土）に再び「新庁舎整備計画」を取り上

げ「緊急討論集会」として開催します。 

新庁舎建て替え問題は、市議会が10月に突如「現在地での建て替えを早急に進める」決議を全員一致で採択し、新

しい段階に入りました。市は「議会の意思を尊重して取り組む」としていますが、このままでは市民への説明も市民参

画の手順もないがしろにしたまま、2020年3月には「基本計画」が決まり、巨額の費用を要する庁舎建設が走り出し

かねません。集会には市議会議員の皆さん全員に出席を要請する案内を出します。 

市民は、議会は、行政は、どう対応するべきなのか？ 皆で話し合いませんか。どなたでも参加していただけます。 

 

第 19回 市民まちづくり連続講座 in明石 
    日  時  ２０２０年１月１１日（土）午後１時 30分～４時 30分 

   会  場  ウｲズあかし８階 市民活動支援センター・ﾌﾘｰｽﾍﾟｰｽ（アスピア明石８階） 

   テーマ    討論集会「庁舎の建て替え計画は、どう進めるべきか！！」 

     ※無料。事前申し込みは不要。どなたでも参加できます。当日会場にお越しください。 

 

政策提言市民団体 市民自治あかし    Ｅ-ｍａｉｌ：shiminjichi.akashi@gmail.com 
事務局：明石市太寺4-9-17  ℡078-913-1241 fax078-914-8039  http://shiminjichi-akashi.net/ 

http://shiminjichi-akashi.net/ 
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促進決議 審議不十分なまま、拙速ではないか？ 
市庁舎建て替え    明石市議会に「公開質問書」提出、市長には要望書も  

新庁舎を現在地で建て替えた場合の概算費用につい

て、市は138億円としています。実際には、周辺整備費

なども必要になり、140億円を超す大規模な公共事業に

なります。市議会の推進決議では、防災面や市民参画に

対する配慮を“付帯条件”として尊重するように求めて

いますが、議論が不十分なまま放置された問題点は数多

くあります。 

このため、市民自治あかしは12月議会開会に合わせ

て12月4日、６つの問題点に絞って「公開質問書」を

大西洋紀議長と穐原成人・新庁舎整備検討特別委員会委

員長に提出しました。また、泉市長に対しても同日「市

民への説明」や｢計画過程への市民参画｣を行うよう求め

た要望書を提出しました。 

市議会への公開質問書の質問事項は、次の通りです。 

質問事項についての詳細は、市民自治あかしのホームページにアップしています。http://shiminjichi-akashi.net/ 

 

１．唐突な９月２６日の特別委員会議決、審議は尽くされたのか？ 

２．「庁舎のあり方」についての議論がないまま、早期建て替え促進決議でいいのか？ 

３．市庁舎建設に「市民の参画」をどのように保障していくのでしょうか？ 

４．市庁舎の防災対策について、災害時にも必要な機能をどう考えられていますか？ 

５．数ある候補地から「現在地」を適切と判断した根拠は何ですか？ 

６．決議の決め手になった国の財政支援は、本当に有効なものになるのでしょうか？ 
 

年末からパブコメ開始 1 月 5 ヶ所で市民説明会 
新庁舎基本計画（素案）を発表 国の支援ﾒﾆｭｰ適用めざす 

明石市は12月16日開かれた市議会新庁舎特別委員会に対し「新庁舎建設基本計画素案」を報告し、国の財政支援メ

ニューである「市町村役場機能緊急保全事業」の適用期限に間に合わせるスケジュールで進めることを発表しました。 

  市議会決議に沿って、「現在地建て替え」で「防災機能の強化に万全を期す」とともに「市民参画も適切に行う」

としています。来年3月議会に「基本計画案」を提出して策定し、来年4月から設計者の選定に入り、2020年度中に

基本設計を完成し実施設計に着手。2021年度中に実施設計を完成し、2022年度には施工業者を選定して着工するとい

うスケジュールを示しました。 

 報告された「基本計画素案」は本文41ページにおよぶ資料で、基本理念として「すべての人にやさしいスリムでス

マートな庁舎」を掲げ、4つの整備方針を示しています。①災害時の対応力強化 ②バリアフリー・ユニバーサルデザ

インの導入 ③効率的な行政サービスの提供 ④環境への配慮とライフサイクルコストの縮減―をめざし、高層階には

展望レストランや市民ギャラリー、中層階には議会や行政執務部門、低層階は窓口部門や市民活動スペースを配置する

としています。 

市が考える「市民参画」は「パブコメと市民説明会」程度の“ごまかし”か 
 また、市民参画については、基本計画素案は12月下旬からパブリックコメントを開始し、１月上旬～下旬に5地区

（明石、西明石、大久保、魚住、二見）で5回の「市民説明会」を開く。基本設計の段階ではどのような対応をするか

は、今後他市の事例も調査しながら検討するとしています。国の支援メニューに間に合わせることを最優先したスケジ

ュールでは、計画づくりに「本来の市民参画」のプロセスを組み入れることは時間的に難しくなり、市が考える「市民

参画」は「パブコメと説明会」程度しか考えていないことが露呈した格好です。 

 この委員会では素案の説明を除けば正味約50分の質疑だったが、委員の質問は「敷地の半分強を15億円で売却する

案の可否」や、新庁舎建設位置の2つの案、消防分署や駐車場、市民会館の建て替え問題などに集中しました。 

.. 
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